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家を焼く習俗に つ いて
中尾七重
1 . はじめに
私は､ 日本お よび東アジア建築史の立場から､ チセ (家)の成立と歴史的変容過程､ 建築技術お よ
び建築儀礼に関心を持ち､ 近代チセ遺構の実測調査やチセ模型の調査などを行っ てきま しfL
一 方､ アイヌ の建築儀礼につ いては ､ 死者の家を焼くアイヌ の習俗はよく知られていますが､ 日本で
も類似の習俗が貴族層にかつ て存在したことはあまり知られていません｡ そ こで､ 死者の家を焼く習
俗につ いて､ 文献によ っ てアイヌ の儀礼形態を整理 し(1章)､ 一 方､ 平安貴族の葬送儀礼における霊
屋の紹介 (2章) をしまし怨 また ､ ]蛸道の隣接地域である青森県の葬送民俗 (3章) も見てみま
した｡ こ こで 日本の 王朝文化や日本の 近杜氏俗とアイヌ葬送儀礼の直接的な伝播関係を考えてい るわ
けではありません｡ しか し､ たとえば､ 昭和前期の調査や復原住居に見るチセ の建築技術は､ その技
法から見て､ 擦文住居から内発的に発展したものではなく､ 何らかの外部技術が導入されていると思
われますム そ こで死地建物の焼却という本題に入る前に､ チセ につ いての私見を述べ てお こうと思い
ま＋.
1 - 1 . チセの平面
北海道アイヌ のチセは､ 古老の記憶や伝承などをもとに､ 現在､ 博物館などに再現建築されている
復原チセがあるばかりで､ 現在まで住み継がれてきたものはほぼ現存して いません｡ その ためかどう
か ､ 北海道各地に復元されたチセは外観から内部の しつ らえ､ 構造に いたるまで､ 非常に似通っ てい
ますふ この地域的画 一 性につ いては､ 葺き材や小屋構造の点で近年､ 再検討の必要性が提唱されてい
ますム
本稿では､ 早い時期にチセ につ いて調査し､ まとめられた ､ 鷹部屋福平の 『アイヌ の住居』(1943
彰国社) を資料として ､ チセ につ いて考えてみます (アイヌ語表記につ いて､ 田村すゞ子 『アイヌ語
沙流方言辞典』 草風館､ 199 7年参照)0
チセは､ セ ムという出入口を持 つ 1重任居です｡ 室内部には宝壇 (イ ヨイキリ)という世俗的格式装
置がありますム また､ 東側の神窓 (ロ ル ンプヤラ) と神窓の外側東方に祭壇 (ヌ ササン) が設けられ､
宗教的な空間を形作っ ていますも 地炉を中心に家長席などの空間秩序が定められ､ 室の壁側に沿っ て
寝所を設けま＋. 壁際に寝所を設けるのは ､ 樺太アイヌ の トイチセや千島アイヌ の トイチ ェ ､ ホジ ェ
ン族の フ ルブ､ あるいは黒井峰遺跡住居遺構にも見られ､ 伏星式竪穴住居の使い方のひとつといえま
すム また､ 樺太アイヌ の トイチセや千島アイヌ の トイチ ェ には主室に降りてゆくための前塞がありま
すも この前室はトイチセの出入 口であり､ 道具置き場や調理濠を兼ねており､ チセのセ ムと用途が 一
緒です去北海道アイヌ は､樺太アイヌ におけるトイチセに謝芯するような冬の住居を欠いて いますが､
チセの空間は､ トイチセの ような竪穴住居に由来する面が濃いように思われますム アイヌ の チセ の平
面構成は､ トイチセを介して ､ 先行する擦文竪穴住居の系譜を引く可能性があります｡
1 - 2 , チセの軸部と小屋組
チセ の建て方は､ まず擬立柱を内転びに建てます｡ 下屋の無い構造で ､ 柱はチセ内部には無く､ 隅
と側面に建ちます去 振立なの で柱は自立 しま＋. 柱同士はつ るなどで結び合わされ､ それは壁葺きの
下地となります; こ の軸部とは別に､ 桁(ソペ シ ニ) と梁(ソニ トモ トウイ ェ 7p)を地面に置いて組み､
ケトクン ニ (三脚叉首) を2組､ 桁に載せ､ ケトクン ニ に棟木 (キタイオマ ニ) をの せ､ それぞれつ
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るで縛り固定しますも この小屋粗を持ち上げ､ 軸部に載せますム それから壁と屋根を葺きますム
この建て方から､ チセをま軸部と小屋組が分離した構造であることがわかります去 また､ 軸部と小屋
組を別々 に組み立て､ 重 い小屋組を人力や挺子で軸部に来せるという､ その分離に過度に対応 した 工
作技術だとい えま＋. 掘立柱のため､ 柱同士を繋ぐ必要は無か っ たから､ 小屋を全く別に組むことが
可能だっ たともい えますが､ 擁立なら､ 北方民族でも見られる棟持柱構造の方が､ 施 工が より簡単で ､
自然な気が します｡ やはり､ ｢立派な屋根+ を作ることが重要だ っ たのかもしれません｡
さらに､ 桁 (ソペ シ ニ) と梁 (妻側 ･ ソ エ トモ トウイ ェ 1)､ 梁 (内部 ･ ウ マ ンキ) は ､ ケトウン ニ
を載せる台と垂木掛けを兼ねた同機能の材ですから､ 部 彬 称が異なる必然性樹氏い とい えます｡ 礎
石建物では､ 柱上部に柱繋ぎの梁を載せ ､ その上に垂木をかける桁が載る折置組など､ 梁と桁の機
能は異なり､ それゆえ別材として別名称を持つ のですム チセ の場合､ 部材名称は ､ 構造的な必要以上
に細分化されて いることが指摘できます｡
以上の ことは ､ チセの平面構成が竪穴住居からの; のとは異なり､ むしろ竪穴住居
との非連練牲を思わせます去 すなわち､ 竪穴住居の壁が立ち上がり､ 平地に据立柱を建て､ 上部に小
屋絶としてケトウン ニ が考案されるというような､ 生活様式の進化に対応 して漸進的にチセが発達 し
たとは思えないのです｡
チセ は､ 軸部と+､屋組の完全に分離した構造を持ち､ か つ主屋からセ ムを突き出し､ 出入 口と南側
の窓を並べ ､ 屋根は入母屋風で段葺きに仕上げるなど､ 外観もよく整えられて います; これは､ 金属
工具が無いため木材加工が困#で ､ か つ建築文化を推進する文化的中心として のアイヌ社会支配層を
欠くなど､ 極度に制限された近世状況下､ 発達 した軸組 ･ 叉首構造 (茅葺)の建築技術を､ 現実の ア
イヌ社会で再生産可能な技法に置き換え､ 再構成した建築技術と考えることができます去 この吸合､
軸部と/] 助 ミ分離し､ か つ頭繋ぎの架梼というもの は､ 唐以来の中国にお いて ｢殿堂式+と呼ばわノ､
韓国では ごく - 般的な住宅架構であり､ また日本では ｢和様+ とP判 執 る様式ですム
以上､ チセの架構につ いて簡単な考察を述 べました｡ こ のほか､ チセにつ いては､ 建築史や考古学
分野において ､ ケトクン ニ 技法の再検討など､ これまで小林孝二さんは じめ､ いくつ かの研究業績が
あります去 しか し､ 建築にまつ わる儀礼につ いての建築史からの検討はこれまであまりなされてきま
せんで したo しか し､ チセ の建築儀礼にも日本や中国と共通する面が見られま＋o たとえば､ チセの
新築祝も日本の上棟式も矢を魔よけとして用い る点で共通 しますム こ の ように､ 建築をめぐる習俗に
つ いて考える試みと して ､ 今回､ 家を焼く習俗を取り上げました｡
2. アイヌの死者を焼く習俗と葬送儀礼
2 - 1 , アイヌ のチセと焼印
アイヌ の伝統的な住居チセ は､ そこで死者が出ると､ 炉の火棚､ 自在釣､ 入口や窓の萱帯などとと
もに焼却されますム 死者の家を焼却する理由は､ 死者の国に旅立つ 故人に住家を持たせてやるためだ
と言われていま＋o
死新主居焼却の習俗にはいくつ かのバリ エ ー シ ョ ンがあるようですも ひとつ は ､ 死者の居家その も
の を焼却する場合ですム 次に､ 死期の近い老人の ために､ 死者のチセを建て､ そこに独居していた老
人が死亡 した際に､ その 死者のチセ を焼却する場合もありま＋o また､ 死者が出たあと､ 別小屋を建
て､ 臥 の持ち物を入れて焼却するという場合もあっ たようです去
このように､ 焼却するチセが ､ そもそもの住居であるか､ 死ぬ前に住まわせる住居か ､ 死後に焼却
用として建てたチセ かという違いの ほか､ 死者の特性による違いもあっ たようですふ すなわち､ 最年
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長老女 (フチ) が死んだ時だけ彼女のチセ を焼却する､ あるい は老翁 (ェ カ シ) が死んだ時だけ彼の
チセ を焼却する､ などの聞き取りがありますも これらの差異は､ 地域的な違いによるものなのか､ 時
代による習俗の変化なのか ､ ほかに理由があるの かは､ 分かりません0
2 - 2 . アイヌの葬送儀礼
チセの焼却は､ 葬送儀礼の 一 環として位置づけられているため､ アイヌ の葬送儀礼を､『アイヌ民族
誌』 によっ て ､ 経過頓に並べ てみると､ 次の ようになりま＋.
1. 遺体を､ 炉の北側下座よりに, 頭部を東に向けて横たえ､ 湯潅と死装束をする｡
2 . 宝壇は花菓壷で囲い ､ 見えない ように隠･九
3 ･ 豪族 ･ 近親 ･ 近所の人が､ 巽泣や請呪｡ 料理を遺体に供え､ 会葬弔問者が会食｡
4 . 戸外には水の満たされた樽を置き､ 人々 はそれで手足 を洗い ､ 死の穣れを流す｡
5 . 死者に告別｡ 北側の茅壁から包装遺体を足から外に出し､ すぐ壁は塞ぐ｡
6 . 包装遺体は昇き棒に吊る して､ 墓地 - 運ばれ､ 土坑に傷つ けた副葬品とともに埋艶
7 . 盛土し､ 墓標を立て､ 小行器の水を掛け､ その行器は墓標に突き刺して捨て置く｡
8. 墓地からは､ 後を振り返らず､ 上衣を裏返 しに着､ 果敢軒ヂ､ 素直ぐ帰ることo
9 . 家に戻り､ 溜水で顔や手を洗い ､ 前髪を切り､ 火の神に埋葬終了を報告､ 会免
1 0. 翌日､ 屋内清掃､ 座席変え､ 死者の住家の焼却､ 場所を替えて新しい家を建設｡
これを見ると ､ いくつ かの点で ､ 日本の葬送儀礼と共通することに気づきますム その共通点や違いに
つ いては ､ 青森県下北の葬送民俗儀礼の項で述べます;
バチ ェ ラ ー 氏の回想によると､ アイヌ の 人たちは､ 死体や墓所の付近には悪霊､ あるいは天上界に
移動中の 死霊または霊魂がさまよ っ ており ､ それらの霊と出会うと､ 病気のもとや悪霊が潰くと強く
考えて いたようです1 この悪霊に対する恐れが､ 葬送儀礼を強く特徴づけてい るように思われまiTo
とこ ろが ､ こ の ように地上界では悪霊として恐れられる霊魂は ､ 天上界ではまっ たく別の ､ 平和で明
るいイメ ー ジで捉えられてい るようです去
2 - 3 . 死後の世界
死んだ人の行く先､ すなわちアイ･ヌ の死後の世界は､ こ の世と全く同じで ､ 山や川に囲まれ､ 鳥や
敵や魚が豊かで､ そこで死んだ人は悩み煩うことなく暮らしていると観念されてい るようでう㌔ この
ような､ 人間界とパ ラレ ルな他界観は､ 北方でアイ不と居住領域を接している ニ ブフやウイルタと共
通するとい いますム
死体と死体の近くにい る霊魂を悪霊として恐れ遠ざける 一 方､ 死後の世界をこの世とそ っ くりでか
つ憂い無き理想世界とイメ ー ジすることは ､ 死にまつわる諸相を宗教執念のなかで統 - 的に把握 ｡ 儀
礼化 していない ように思えます｡ いずれかが､ 他文化の額念を源流と して形成発達させた可能性も考
えられますム
3 . 平安貴族の葬制と霊屋
こ こでは､ 日本の王朝国家がケガレ観念を発達させる過程で ､死地建物を住居として再利用できず､
仏堂などに転開したことと､ 土葬から火葬- の転換期に霊屋 ･ 火屋という死者の住居が生じたことを
述べま＋o
3 - 1. 死亡時建物の寺院化 天皇家の埋葬 9 C
古墳時代末期に伝えられた火葬は､ 奈良日新℃を通じて貴族に広まっ てゆきますが､ 三搾知新宅初期の
9 世紀に､ 天皇家が主導して､ それまでの規模の大きな山陵造営を禁じ薄葬を進め､ 葬送儀礼を仏教
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化 します｡ そ して天皇や貴人終蔦の地である､ 死亡 した際の建物が､ 苛琵に転用されま＋o これは死
体の ケガレの移 っ た死地建物を処理するための方策であり ､ 死の ケガ レ処理を仏教が引き受けること
で ､ 平安京内に寺院を持てなか っ た仏教勢力の生き残り ･ 巻き返し活動とも捉えられま＋o 10世紀に
は , 嵯峨天皇から続いてきたそれまでの皇統が光孝天皇へ 血筋が移動 し､ 彼が1 0世紀の皇統の祖にな
り､ 政治方針が変化 しました. そのひとつ として葬制があるように思えま＋o 光孝天皇の子､ 宇多天
皇が追善に仁和寺を建立 し､ こ の仁和寺がその後 しばらく天皇の墓所葡琵となっ てゆきま＋. また ､
宇多天皇の場合､ 魂殿 (タ マ ドノ) が葬送に用い られました
3 - 2. タマ ドノ (魂殴) と藤原道長 1 1 C
11世紀藤原道長の時代には ､ 貴族が死んだ象合､ 魂殿
に燃やす火屋建物が用 いられました｡
) という遺体安置家屋や､ 遺体ととも
タ マ ドノは魂殿､ 霊殿､ 玉殿 ､ 霊屋などと文献に表記され ､ 火葬せずに遺体を安置するために葬送
時に新設された恒久的な建物で丸 魂殿に納められた被葬者の ほとんどが女性であり､995年から1025
年の 30年間に集中していま＋o 死者を安置する魂穀は､ 死者の家として外観や内部も生前の住まいそ
のままに作られた ようでiTo 火屋も､ 内矧ま薪を積み上げてそ の上に裾を延べ たものですが ､ 外観は
住宅の ように作られ､ 入 口にも住宅と同 じ建具が用 いられていました｡ 魂殿がそのまま火屋として用
い られた場合もありま＋. その場合､ 死後に焼却用として建てたチセと同様の施設といえま＋o 魂殿
や火屋は死地住居の焼却を儀ネUヒしたもの と思われますふ
アイヌ の 死者の家を焼く習俗は､ 死者は土葬し､ その住まいだけ焼却するの であっ て､ 魂殿や火屋
とは内容が異なりますも しか し､ 平安時代の魂殿や火屋における火葬が特別に記録されて いることか
ら､ この 時期､ 実際には土葬もまだ多か っ たと思われま＋o - 方､ 死地住居は焼却するなり､ 寺院に
転用するなりの処分をし､ 住居とし七再利用 しなか っ たので九 この ｢住居として再利用しない+ と
いう点において ､ 平安時代の死地建物となっ た寝殿造と､ チセ は共通 しますム
3 - 3 . 死地建物の寺院化 11 C以降
道長は､ 葬送にタ マ ドノを用 いる 一 方､ 藤常民 の埋葬地木幡に法華堂を建立､ 一 族 の墓所としま し
たo この葬送の再仏教化がこれ以降進展 しま＋o 11世紀には､ 霊を鎮め るための施設として法華三昧
堂が墓所寺院とされま＋o 白河上皇は三重塔に遭骨を安置し､ 鳥羽上皇は塔内埋葬を推進､ 後白河法
皇は､ 法華信仰による法華堂を墓堂として使用しました｡
12世紀以降は､ 死穣の処理から､ 再び貴人死亡時の建物を寺院に転用する事が復活 しまiTo また ､
中世には､ 往生院という､ 死期間近の病老者の最期を看取る施設が苛琵に付属して建てられました｡
3 - 4 . #t#
以上述べ た､ 死地建物を忌む考えとは どの ようなものなのか ､ 少し見てみますこ
延書式 ｢臨時祭+ に､ 死穣など身体をめぐる壊れにつ い ての規定がありまiTo 死備による忌みの 日
数規定などの ほかに､ 触様につ いて､ ｢甲の所に稼があっ たとする｡ そこに乙が入ると (以下すべて着
座の意嚇 ､ 乙および乙の所の人はみな穣となるoそ の 乙の所に丙が入ると､丙は丙 一 身のみ穣となり､
丙の所の人を滴 とならない . 丙の所に乙が入ると､ 丙の所の人は皆様となる｡ 丁が丙の所た入っ ても
穣とはならないo死葬に触れた人桝申事の月でなくても､諸司諸衛陣お よび侍従所に来てはならない.+
と述べ られて いま＋o 奈良時代から平安時代に広がっ たこのようなケガ レの考え方が法制化され､ 過
剰に､ あるいは拡大して解釈され､ 着座あるいは着座飲食により稼が伝染するとされ､ 終需建物の住
居利用が忌まれてい っ たと考えられますム
この屋敷建物に関するケガレ拡大解釈は ､ 次の ように発達してゆきますこ こ の時代､ 貴族は寝殿造
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に住んでい ましたが､ 寝殿造は ､ 建物ごとに住む人が異なっ て いたの で七 寝殿と研 封1ノる中心の建
物にはその家の主人が ､ 北対には婦人が､ 西対や東対に古ま成人 した子 どもや夫婦の兄弟が ､ というよ
うにo その どこかで死者が出た鎗合､ その穣れはどこまで広が るのかといいますと､ 積れた家と同 一
の 門を使用 しているか否かで､ 屋敷地の穣伝染の範囲が決定するというの ですも この ､ 門さえ別であ
るなら棲れは及ばないとする考えはさらに拡張され､ 今度は死者の棺が門さえ通らなければ蕨となら
ないという観念に発達してゆきました この ことは平安時代の記録に残っ ていますム
ところが ､ ず っ と時代が下っ た近世に､ 玄関や主たる出入 口から出棺しない ､ とする民静慣行が見
られるのです去 民俗伝承では､ 玄関から出棺しない理由として ､ 日頃人が出入りする出入 口を使うと
死者がまた戻 っ てくる｡ もう戻っ てきては困るから､ 出たり入 っ たりの出入 口ではなく､ 縁側から､
あるいは蔀戸から､ 御棺を出すのだ､ といいま＋o そ して､ アイヌ の葬送民俗でも､ 日常の出入口か
らではなく､ 家の壁を破っ て棺を出 し､ その理由を ｢戻っ て こないように+ とするの です｡
次に ､ 北海道とは津軽海峡を隔てて帥褒する青森県下北半島の葬送民俗儀礼を見てみますも
4. 日本の民俗における葬送儀礼 - - - 一下北
1 ･ 耳元で大声を上げるなどして呼び返し､ 死がは っ きりすると死に水を取る｡
2 ･ 遺体の顔にサラシをかけ､ 北向きに寝かせ､ 逆さ犀風で囲み､ 十三仏を犀風にかける｡
3･ 枕元にダン ゴ ･ シカバナなどを供え､ 湯潅と死装束をする. 神棚に半紙を貼っ て隠すム
4 . 家族 ･ 近親 ･ 近所の人が通夜､ 念仏 ･ 百 施 通夜餅 ･ 通夜健頭｡
5 ･ 親戚の女性たちが葬式の精進料理､ そのほかツタリモ ノ (供え物)､ 草履､ 笠､ 杖､ シ ロ (白
装束) は家族親戚で準備｡ シ ロ は仏も行列の人も裏返 しに して着る｡
6
. 納棺の際､ 逆三角形の白い袋に米と硬貨をいれてガン オケに納めた｡
7･ 出棺は玄関から出さず､ 脇の縁側やシトメ戸をはずして出した0
8 . 出棺後､ 遺体を置いた部屋などをきれいに掃く｡
9･ 家からお墓まで葬列者はシ ロ をきたまま孝帝1]｡ 葬列が出発するとき､ ゾウリを割いて家の前
に投げてゆく｡ 寺の境内で左回りに3回まわる｡
10･ 埋葬地にて ､ 六枚餅をちぎっ て後ろ - 投げる｡ ダン ゴ ､ 鉄､ 化粧道具などを入れる｡
1 1. 埋葬後に杖 ･ ゾウリ ･ 鎌 ･ 笠を墓に置いておく｡ 鎌は目釘を抜く｡
1 2･ 家 へ 帰っ てきたら洗面器に水を入れて手を洗 っ て塩をまく｡ 葬式のときに寺や家から出る
ときも､ 水と塩で清めた｡ 親戚と 日 理をいただく｡
1 3･ 葬式をした夜から1週間ほど男2,3人が鎌 ･錠などの刃物を持 っ て墓参りして､ 魔物を払う
ために ｢何もきてねえぞ+｢鬼ども､ 今晩ここ - 来てはならんぞえ+ などととい っ て刃物を振
る｡ 鎌は目釘を抜いて基 -置いてくる｡
1 4･ 死後1週間で忌明け､ あるいは35日､ 49日｡ 年忌供養に角塔婆を立てる｡
下北の葬送習俗は､ ｢悪霊を怖れ級う+点で､ アイヌ の葬送習俗と共通点を多く持っ てい るように思
えますム ただ､ それがいかなる歴史的経過の結果たる共通点なのか ､ 注意が必要だと思われますふ
まず､ 下北地方の地域特性がありますふ 下北の佐井湊の場合､ 15世紀半ばには集落のあっ たことが
分か っ て いますが､ 江戸初期､ 南昏僻巨領域に組み込まれ､ そ の後各宗寺院が進出したのが17世紀中期
以降ですム 佐井は下北北部でをま最も大きい湊で したから､ その周辺地域では仏教の影響は江戸後期ま
でずっ と遅れたと考えられます去 下北半島北通り ･ 西通りに残る民俗儀礼が ､ 比較的仏教色の薄い理
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由で しょう｡ そ して､ アイヌ葬送儀礼と共通する ｢悪霊蔽い+ の額念が強く見られることは､ こ の地
域が 附すと呼ばれた東北アイヌ の居住地であっ たため､ 近世を通 じて和風に馴化される以前の風俗を
残 してい ると考えることが 出来ます去
一 方､ 今回用いた資料 ｢アイヌ は ､ その 民俗事象の採取地やインフ ォ ー マ ン トの情報が明
記されて いません｡ 多くの収集デ ー タが 日高アイヌ ､ とりわけ二風谷や白老で採取された場合が多い
ことを思うと､ これらの葬送習俗もこの地域のものである可能性があると思われますム その場合､ こ
の地域のアイヌ の人たちが ｢御味方アイヌ+ と呼ばれた､ 和人と接触の多いグノレ - プであっ たことか
ら､ 葬送習俗に見られる共通点の由来する時期を､ 近世に置くことも､ 他に情報の無い現時点では､
可能性が あるといえますも
このように､ 近世下北民俗葬送儀礼との共通性を指摘す ることはできても､ その歴史的な過程は分
かりません｡ 日本側とアイヌ側それぞれの地域差異を含めた歴史比較研究が必要で しょう｡ また ､ 荻
原先生の ご教示によりますと､ ア ジア北方民族の なかにも家を焼く習俗がみられるそうです去 樺太ア
イヌ葬送習俗との比較研究も今後の課題とい えま＋. ただ､ 先に述べ た ､ 死地住居の焼却は ､ 悪魔蔽
いの観念を基調に した葬送習俗の なかで ､ かなり異質な要素を持 っ てい るように思えますも 近世の民
俗習俗の共通性と､ 死地住居焼却における平安日新℃の貴族習俗との共通性とは､ 同位相で考えること
はできない ように思われます七
以上､ アイヌと日本 (どちらも近代の民族と国家耽念ですが) 両民族の接触や文化的影響が近代以
前にも数次以上にわたっ て行われたことが推測されます去 擦文文化期､ アイヌ成立期､ 近世初頭の幕
藩体制に組み込まれた時期､ 江戸期のアイヌ の戦い と戦後処理 ､ 幕簡期など､ いくつ かの画期が考え
られますふ もちろん､ オホ ー ツク文化期やアイヌ成立期における元朝との交渉がアイヌ成立の大きな
画期で した｡ アイヌ民族が周辺の技術や文化を取り入れ､ どの ようにアイヌ 文化として育ててい っ た
のか､ また､ 近世民家に残存する北方居住文化の影響につ いて ､ 日本建築史の側から今後も考えてゆ
きたいと思いますム
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